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近
畿
大
学
工
学
部
で
は
、
平
成
26
年
度
か

ら
、
化
学
生
命
工
学
科
・
准
教
授　

山
本
和

彦
と
建
築
学
科
・
准
教
授

　松
田
博
幸
が
中

心
と
な
り
、
学
内
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
採

択
を
受
け
、
学
科
の
垣
根
を
越
え
て
、
養
蜂

に
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。

　

養
蜂
に
あ
た
っ
て
は
、
塚
本
蜂
場
ご
指
導

の
下
、
平
成
26
年
６
月
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に

能
食
品
と
し
て
の
効
能
の
実
証
実
験
な

ど
を
行
う
学
生
も
い
ま
す
。

　

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
企
業
と
の
商

品
の
コ
ラ
ボ
や
商
品
販
売
な
ど
を
通
し

「
学
生
た
ち
の
実
学
教
育
の
場
」、「
地

域
の
方
々
と
の
交
流
の
場
」を
醸
成
す

る
こ
と
、
ま
た
、
今
後
、
養
蜂
の
拠
点

を
学
外
に
も
拡
げ
、
耕
作
放
棄
地
の
有

効
活
用
や
町
興
し
の
起
爆
剤
と
す
る
計

画
も
あ
り
、
学
習
と
地
域
貢
献
の
両
方

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
発
展
し
て
い
く
予
定
で
す
。

きんだい
ハニー

３
棟
の
巣
箱（（
合
計
約
９
万
匹
）を
設

置
し
て
飼
育
を
開
始
し
、
平
成
27
年
６

月
、
７
月
の
採
蜜
で
、
合
わ
せ
て
約
24

㎏
の
蜂
蜜
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

山
本
和
彦 

准
教
授
の
研
究
室
で
は
、

遺
伝
子
解
析
結
果
な
ど
を
病
気
の
診
断

や
予
防
、
薬
剤
の
設
計
に
生
か
す
研
究

を
行
っ
て
お
り
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

関
わ
る
学
生
の
中
に
は
、
卒
業
研
究
と

し
て
、
ハ
チ
ミ
ツ
酵
母
の
発
酵
能
力
を

食
品
に
生
か
す
た
め
の
研
究
や
、
民
間

療
法
で
塗
薬
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
も
あ

る
蜂
蜜
の
、
医
薬
分
野
へ
の
活
用
や
機

　
　
　
　
　
　
　
　

記

会
名
称　

近
畿
大
学
工
学
部
同
窓
会

　
　
　
　

平
成
28
年
度
総
会
・
講
演
会
・
懇
親
会

日　

時　

平
成
28
年
10
月
８
日
㈯

　
　
　
　

午
後
３
時　
　
　
　
　
　
　
　

受
付
開
始

　
　
　
　

午
後
４
時
〜
４
時
30
分　
　
　

総　

会

　
　
　
　

午
後
４
時
40
分
〜
５
時
20
分　

講
演
会

　
　
　
　

午
後
５
時
30
分
〜
７
時
30
分　

懇
親
会

講
演
会　
（
午
後
４
時
40
分
開
始
）

　
　
　
　

演
題
：「
地
震
に
対
す
る
建
物
の
安
全
性
」

　
　
　
　
（
講
師
）　

近
畿
大
学
工
学
部
建
築
学
科

　
　
　
　
　
　
　
　

准
教
授（
工
学
博
士
）
松
本
慎
也 

先
生

場　

所　

ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
21
広
島

　
　
　
　
（
Ｊ
Ｒ
広
島
駅
南
口
の
南
方
向
３
０
０
メ
ー
ト
ル
）

会　

費　

一
人　

五
千
円　
（
当
日
、
受
付
に
て
支
払
い
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
会
員
同
伴
の
家
族
は
一
人
千
円
）

幹
事
期　

・
第
17
期
生
（
昭
和
54
年
３
月
卒
業
）

　
　
　
　

・
第
32
期
生
（
平
成
６
年
３
月
卒
業
）

　
　
　
　

・
第
47
期
生
（
平
成
21
年
３
月
卒
業
）

　
　
　
　
　

 

幹
事
期
の
皆
さ
ん
は
同
期
会
と
し
て
多
数
ご
参
集
く
だ
さ
い
。

申　

込 

左
記
い
ず
れ
か
の
方
法
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
（
申
込
み
締
切
：
10
月
１
日
㈯
）

　
　
　
　

・
同
窓
会
報
19
号
添
付
の
は
が
き

　
　
　
　

・
Ｅ
メ
ー
ル
：dousou@

hiro.kindai.ac.jp

　左
記
の
通
り
、
工
学
部
同
窓
会
の
総
会
・
講
演
会
・
懇
親
会
を
開

催
致
し
ま
す
の
で
、
卒
業
生
各
位
に
は
ご
友
人
な
ら
び
に
ご
家
族
お

誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
多
数
ご
参
集
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
申

し
上
げ
ま
す
。

▲Ｈ27年懇親会の様子

ミ
ツ
バ
チ

　プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

近
畿
大
学
工
学
部
の
技
術
を
集
結
し
、
科
学
的
な
研
究
に
基
づ
き
育
て
た
近
大

ミ
ツ
バ
チ
で
、
単
な
る
天
然
ハ
チ
ミ
ツ
を
超
え
た
ス
ー
パ
ー
ハ
チ
ミ
ツ
作
り
を

め
ざ
し
ま
す
。
採
り
だ
し
た
酵
母
や
酵
素
は
、
お
酒
か
ら
医
薬
品
、
化
粧
品
ま

で
幅
広
く
活
用
で
き
、
ハ
チ
ミ
ツ
自
体
も
、
地
域
の
特
産
品
や
食
品
メ
ー
カ
ー

と
の
コ
ラ
ボ
に
よ
り
、
近
大
発
の
新
商
品
の
誕
生
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

★Eメール：dousou@hiro.kindai.ac.jp
★TEL：082︲434︲7000（代表）
★FAX：082︲434︲7011

➡

きんだいハニー 検索
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同窓会・懇親会のご案内今年
は

る
蜂
蜜
の
、
医
薬
分
野
へ
の
活
用
や
機
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懇
親
会
中
に
名
刺
交
換
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

希
望
者
は
出
席
者
名
簿
に
お
名
前
と
勤
務
先
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

　

同
窓
会
で
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
掴
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

　

同
窓
会
懇
親
会
で
の「
お
楽
し
み
抽
選
会
」用
の
各
種
景
品
の
ご
寄

贈
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

お
勤
め
先
の
関
連
商
品
・
特
産
品
・
各
種
サ
ー
ビ
ス
券
な
ど
を
景

品
と
し
て
ご
寄
贈
頂
け
れ
ば
幸
甚
に
存
じ
ま
す
。

　

景
品
は
同
窓
会
懇
親
会
に
て
寄
贈
者
名
と
共
に
紹
介
し
、
抽
選
に

て
参
加
者
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　

送
付
先
は
左
記
ま
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〒
７
３
９

－

２
１
１
６

　

東
広
島
市
高
屋
う
め
の
辺
１
番「
工
学
部
同
窓
会
事
務
局
あ
て
」

近　 大　 太　 郎

E-mail:kinki@itp.kindai.ac.jp

　

今
回
ご
出
席
予
定
の
現
教
職
員
お
よ
び
退
職
教
職
員
の
先

生
方
は
左
記
の
通
り
で
す
。

 

（
敬
称
略
、
赤
字
は
退
職
者
）

︻
化
学
生
命
工
学
科
︼

（
旧
・
工
業
化
学
、
化
学
環
境
、
生
物
化
学
）

　

藤
原
義
人
、
杉
山
一
男
、
井
上
公
臣
、
野
村
正
人

　

白
石
浩
平

︻
機
械
工
学
科
︼

　

塩
田
俊
雄
、
小
松
眞
一
郎
、
清
水
正
則
、
片
山
一
三
、

　

深
谷
保
博
、
間
野
正
己
、
長
嵜
羊
一
、
永
野
修
、
旗
手
稔
、

　

田
端
道
彦
、
信
木
関

︻
情
報
学
科
︼

（
旧
・
経
営
工
、
経
営
シ
ス
テ
ム
工
、
情
報
シ
ス
テ
ム
工
）

　

後
藤
昌
生
、
荻
原
昭
夫
、
大
谷
祟

︻
建
築
学
科
︼

　

大
田
和
彦
、
松
本
慎
也

︻
電
子
情
報
工
学
科
︼

　

太
田
光
雄

︻
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
学
科
︼

（
旧
・
機
械
シ
ス
テ
ム
工
、
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
工
、
知
能

機
械
工
）

　

坂
尾
富
士
彦
、
奥
本
泰
久
、
京
極
秀
樹
、
田
上
将
治

︻
教
育
推
進
セ
ン
タ
ー
︼

　

森
健
二

︻
事
務
部
︼

　

島
津
江
徹
、
本
川
貢
、
田
中
恒
夫
、
林
田
安
広
、

　

片
山
慎
一
、
石
川
孝
良
、
倉
田
浩
美
、
岡
田
直
行

今
年
度
の
同
窓
会
懇
親
会
に

ご
出
席
予
定
の
先
生
方

同
期
会
の
お
知
ら
せ

　

毎
年
恒
例
の
同
窓
会
懇
親
会
で
は
、「
30
歳
・
45
歳
・
60

歳
は
同
期
会
の
年
」と
し
て
、
該
当
期
の「
同
期
会
」を
併
せ

て
開
催
す
る
目
的
で
同
期
会
集
合
席
を
準
備
し
ま
す
。
今
年

度
は
左
記
の
三
つ
の
期
の
同
期
会
席
が
設
定
さ
れ
ま
す
。
該

当
期
の
卒
業
生
は
、
懐
か
し
き
同
期
生
と
の
再
会
の
場
と
し

て
、
友
人
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
多
数
ご
参
集
下
さ
い
。
な

お
参
加
希
望
者
は
同
封
の
返
信
は
が
き
に
記
入
欄
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

対

　
　象
：
工
学
部（
呉
・
東
広
島
）全
卒
業
生

　

申
込
方
法
：（
左
記
い
ず
れ
か
の
方
法
）

　
　

⑴　

同
封
の
返
信
は
が
き

　
　

⑵　

メ
ー
ル
：dousou@hiro.kindai.ac.jp

　

① 

同
期
会
⋮
参
加
区
分
に「
同

期
会
」と
記
載
く
だ
さ
い

　

② 

ク
ラ
ブ
⋮
参
加
区
分
に「
ク

ラ
ブ
名
」を
記
載
く
だ
さ
い

　

③ 

ゼ　

ミ
⋮
参
加
区
分
に「
ゼ

ミ
名
」を
記
載
く
だ
さ
い

　申
込
締
切
：

　
　
　
　

平
成
28
年
10
月
１
日
㈯

景
品
ご
寄
贈
の
お
願
い

名
刺
交
換
会
の
開
催

同窓会で
新たな
ビジネス
チャンス！

︵
今
年
度
の
同
期
会
︶

　
　
　
　・
第
₁₇
期
生（
昭
和
₅₄
年
３
月
卒
業
）

　
　
　
　

・
第
₃₂
期
生（
平
成
６
年
３
月
卒
業
）

　
　
　
　

・
第
₄₇
期
生（
平
成
₂₁
年
３
月
卒
業
）

日

　
　時
：
平
成
₂₈
年
₁₀
月
８
日
㈯

　
　
　
　
　

懇
親
会
₁₇
時
₃₀
分

場

　
　所
：
ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
₂₁
広
島

▲同期会の様子
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平
成
27
年
10
月
17
日
㈯
ホ
テ
ル
セ

ン
チ
ュ
リ
ー
21
広
島
に
お
い
て
、
同

窓
会
総
会
・
懇
親
会
を
開
催
し
ま
し

た
。参
加
者
は
卒
業
生
、退
職
教
職
員
、

現
教
職
員
、
来
賓
、
在
学
生
な
ど
合

わ
せ
て
総
勢
約
１
５
０
名
で
し
た
。

　

総
会
で
は
、
平
成
26
年
度
活
動
・

会
計
報
告
並
び
に
会
計
監
査
報
告
、

平
成
27
年
度
活
動
計
画
案
並
び
に
予

算
案
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、
一
般
社
団
法
人　

営
業
ひ
と
研
究
所 

代
表
理
事 

瀬
尾

誠 
氏
に
よ
る
講
演
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
演
題
は「
次
世
代
の
若
き
リ

ー
ダ
ー
を
育
て
る
～
チ
ョ
イ
ス
ゲ
ー

ム
と
抽
出
教
育
～
」で
、
好
評
を
博

し
て
い
ま
し
た
。

　

講
演
会
終
了
後
、
場
所
を
懇
親
会

場（
３
階
プ
ラ
ド
）に
移
し
て
懇
親
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
工
学
部
吹
奏

楽
部
に
よ
る
演
奏
に
よ
り
開
幕
し
ま

し
た
。

　

工
学
部
吹
奏
楽
部
に
よ
る
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
の
演
奏
の
後
、
工
学
部
同
窓

会
懇
親
会
を
開
会
し
、
ま
ず
始
め
に
、

こ
の
１
年
間
に
他
界
さ
れ
ま
し
た
卒

業
生
の
方
々
に
哀
悼
の
意
を
表
し
て

黙
と
う
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
校
歌
斉
唱
を
行
い
、
工

学
部
同
窓
会　

小
松
眞
一
郎 

会
長
、

続
い
て
ご
来
賓
代
表
と
し
て
近
畿
大

学
校
友
会　

藤
田
博
久 

副
会
長
並

び
に
、
中
川
俊
直 

衆
議
院
議
員
よ

り
ご
挨
拶
を
賜
り
、
近
畿
大
学
大
学

院
シ
ス
テ
ム
工
学
研
究
科
長　

白
石

光
信 

教
授
よ
り
乾
杯
の
ご
発
声
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
は
退
職
さ
れ
た
先
生

方
に
多
く
ご
参
加
い
た
だ
き
、
ご
来

賓
と
し
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
他
、
名
刺
交
換
な
ど
も

随
時
行
わ
れ
、
新
た
な
交
流
の
場
と

し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

遠
方
参
加
卒
業
生
と
し
て
４
人
の

方
が
近
況
な
ど
の
報
告
を
さ
れ
、
そ

の
後
今
回
新
た
に
制
作
さ
れ
た
、
近

畿
大
学
校
歌
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ビ
デ

オ
を
放
映
し
ま
し
た
。
近
畿
大
学
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
視
聴
可
能
で
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
ま

す
、「
近
大
節
」を
工
学
部
吹
奏
楽
部

の
演
奏
の
も
と
、
出
席
者
全
員
が
大

き
な
輪
に
な
っ
て
歌
い
、
野
田
安
春  

幹
事
に
よ
る
万
歳
三
唱
で
締
め
く
く

り
、
今
年
も
大
変
盛
り
上
が
っ
た
同

窓
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
例
年
以
上
に
40
代
の
参
加

者
が
多
く
、
特
に
幹
事
期
で
あ
る
平

成
５
年
度
卒
業
生
に
、
同
期
会
と
し

て
ご
活
用
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
者

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
工
学
部
同
窓
会
の
活
動

に
ご
支
援
、
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
27
年
11
月
15
日
㈰
、
愛
媛
県

松
山
市
・
国
際
ホ
テ
ル
松
山
に
て
、

四
国
地
区
で
は
初
め
て
と
な
る
同
窓

会
・
懇
親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
参

加
者
は
卒
業
生
、
来
賓
等
総
勢
約
40

人
で
し
た
。

　

旧
呉
キ
ャ
ン
パ
ス
時
代
の
卒
業
生

が
多
く
参
加
さ
れ
、
大
変
盛
り
上
が

っ
た
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

同
窓
会
活
性
化
を
目
的
に
、
地
域

懇
親
会
を
こ
れ
ま
で
に
関
西
・
関
東
・

四
国
で
開
催
し
、
今
年
は「
九
州
」で

開
催
し
ま
す
。

同
窓
会
ニ
ュ
ー
ス

■

平
成
27
年
度
近
畿
大
学
工
学
部
同
窓
会
総
会
・
懇
親
会
を
開
催
■

近
畿
大
学
工
学
部

同
窓
会
・
四
国
地
区

懇
親
会
を
初
開
催

▲総　会

▲同期会（平成５年卒）

▲懇親会・集合写真

▲近大節

▲講演会・瀬尾　誠 氏

▶
四
国
地
区
懇
親
会
・
集
合
写
真
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平
成
27
年
10
月
26
日
㈪
、
メ
ル
パ

ル
ク
広
島
に
て
、
通
算
15
回
目
と
な

る
研
究
公
開
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し

ま
し
た
。
国
立
研
究
開
発
法
人 
科

学
技
術
振
興
機
構 

研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
推
進
部 

上
席
主
任
調
査
員 

石

田
秋
生
様
に
よ
る
特
別
講
演「
青
色

発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
の
開
発
・
実
用

化
と
ノ
ー
ベ
ル
賞
」を
行
い
ま
し
た
。

続
い
て
工
学
部
教
員
に
よ
る
４
つ
の

研
究
発
表
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
ポ
ス

タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
も
地
域
産
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
創
出
の
拠
点
と
な
る
よ
う
、
産
学

金
官
連
携
活
動
を
一
層
推
進
し
て
参

り
ま
す
。

研
究
公
開
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　
　
　
　
　
　

２
０
１
５

　

平
成
28
年
７
月
23
日
㈯
・
24
日
㈰
・

８
月
28
日
㈰
の
計
３
回
に
亘
り
工
学

部
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催
し

ま
し
た
。
多
数
の
高
校
生
や
保
護
者

が
来
校
さ
れ
、
学
科
別
の
模
擬
授
業

や
見
学
ツ
ア
ー
、
入
試
説
明
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

　

平
成
27
年
11
月
に
野
球
場（
樹
影

球
場
）の
隣
接
地
に
屋
内
練
習
場
が

完
成
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
雨
天
時
等
に
お
い
て

も
技
術
的
な
練
習
が
出
来
る
よ
う
に

な
り
、
よ
り
一
層
硬
式
野
球
部
の
強

化
が
期
待
で
き
ま
す
。

硬
式
野
球
部

屋
内
練
習
場
が
完
成

　

平
成
27
年
12
月
11
日
㈮
、
工
学
部

多
目
的
ホ
ー
ル
に
て
、
就
活
本
番
を

控
え
た
大
学
３
年
生
・
大
学
院
１
年

生
を
対
象
に
し
た
、
学
生
に
よ
る
学

生
の
た
め
の
就
職
支
援
イ
ベ
ン
ト

「
平
成
27
年
度 

近
畿
大
学
工
学
部
就

活
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
学
生
団
体
で
あ

る
同
窓
会
学
生
部
会
の
主
催
に
よ
る

も
の
で
、
会
社
経
営
者
等
で
あ
る
同

窓
会
役
員
の
方
々
を
招
い
て
、「
自

身
の
体
験
談
」や「
企
業
が
求
め
る
人

材
像
」、「
就
活
生
が
知
っ
て
お
く
べ

き
ポ
イ
ン
ト
」等
に
つ
い
て
ア
ド
バ

イ
ス
を
い
た
だ
き
、
就
職
戦
線
に
突

入
す
る
学
生
た
ち
の
就
職
活
動
に
向

け
た
意
識
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目

就
活
フ
ォ
ー
ラ
ム
初
開
催
！

的
に
開
催
し
ま
し
た
。
最
後
に
、
今

年
度
内
定
者
と
、
同
窓
会
役
員
、
教

職
員
ら
が
登
壇
し
、
就
活
本
番
を
控

え
た
会
場
の
学
生
た
ち
へ
激
励
の
エ

ー
ル
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

工
学
部
ニ
ュ
ー
ス

▲屋内練習場 全景

▲バッターボックス

▲内　部
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ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
学
科
・
３
年
の
佐

藤
諒
さ
ん（
滋
賀
県
・
近
江
兄
弟
社

高
校
出
身
）が
、「
ひ
ろ
し
ま
ベ
ン
チ

学
生
ベ
ン
チ
ャ
ー
の

　
　

コ
ン
テ
ス
ト
で
入
賞
！

ャ
ー
助
成
金
」で
金
賞
、「
キ
ャ
ン
パ

ス
ベ
ン
チ
ャ
ー
グ
ラ
ン
プ
リ
中
国
」

で
特
別
賞（
中
国
経
済
産
業
局
長
賞
）

と
い
う
２
つ
の
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
本
学
で
は
、
全
学
科
の
３
、４

年
生
を
対
象
と
し
た
技
術
経
営
特
修

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
授
業
と
し
て
学
生
が

各
々
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
考
え
、「
ひ

ろ
し
ま
ベ
ン
チ
ャ
ー
助
成
金（
学
生

枠
）」と「
キ
ャ
ン
パ
ス
ベ
ン
チ
ャ
ー

グ
ラ
ン
プ
リ
」に
エ
ン
ト
リ
ー
し
ま

す
。

　

平
成
28
年
３
月
14
日
㈪
、
工
学
部

卒
業
証
書
授
与
式
な
ら
び
に
大
学
院

シ
ス
テ
ム
工
学
研
究
科
学
位
記
授
与

式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
学
部
卒
業

生
４
５
０
名
、
博
士
前
期
課
程
修
了

生
24
名
・
博
士
後
期
課
程
修
了
生
２

名
が
新
た
に
同
窓
生
に
加
わ
り
ま
し

た
。

平
成
27
年
度
卒
業
式

　

平
成
28
年
４
月
６
日
㈬
、
工
学
部

な
ら
び
に
大
学
院
シ
ス
テ
ム
工
学
研

究
科
入
学
式
が
挙
行
さ
れ
、
学
部

５
１
９
名
、
大
学
院
博
士
前
期
課
程

41
名
・
博
士
後
期
課
程
１
名
の
計

５
６
１
名
が
入
学
を
許
可
さ
れ
ま
し

た
。

 

平
成
28
年
度
入
学
式

　

平
成
28
年
４
月
27
日
㈬
、
近
畿
大

学
工
学
部（
広
島
キ
ャ
ン
パ
ス
）内
で
、

熊
本
地
震
義
援
金
募
集
を
行
い
ま
し

た
。

　

今
回
は
、
工
学
部
の
ク
リ
ー
ン
ラ

イ
フ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同
好
会
と
社

会
福
祉
法
人　

東
広
島
市
社
会
福
祉

協
議
会
が
協
力
し
、
学
生
食
堂
前
で
、

募
金
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
熊
本
地
震

義
援
金
の
募
金
活
動
を
実
施

　

建
築
学
科
に
新
た
な
研
究
設
備
が

搬
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

通
称「
ヒ
ノ
キ
ハ
ウ
ス
」で
す
。
建

築
学
科　

崔 

軍 

教
授
、
松
本
慎

也 

准
教
授
が
、
広
島
県
林
産
資
源

協
同
組
合
よ
り「
ヒ
ノ
キ
小
径
木
間

伐
材
を
使
用
し
た
省
エ
ネ
ハ
ウ
ス
の

開
発
」に
関
す
る
研
究
委
託
を
受
け
、

研
究
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ヒ
ノ
キ
ハ
ウ
ス
の
室
内
環
境

を
調
査
す
る
こ
と
で
、
将
来
、
お
年

寄
り
の
介
護
施
設
な
ど
に
利
用
す
る

際
の
メ
リ

ッ
ト
や
課

題
を
抽
出

す
る
こ
と

が
今
回
の

研
究
目
的

で
す
。

建
築
学
科
に

「
ヒ
ノ
キ
ハ
ウ
ス
」が
登
場
！

▲平成27年度工学部・大学院卒業式

　

平
成
28
年
３
月
に
Ｃ
館
南
側
ト
イ

レ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
が
完
成
し
ま

し
た
。

　

清
潔
な
イ
メ
ー
ジ
へ
の
内
装
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
及
び
節
水
便
器
・
温
水
洗

浄
便
座
へ
の
更
改
、
一
部
女
性
用
ト

イ
レ
に
は
パ
ウ
ダ
ー
ス
ペ
ー
ス
や
更

衣
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、
学
生
や
来
客

者
の
満
足
度
向
上
に
繋
が
り
ま
し
た
。

今
後
も
、
年
次
計
画
に
て
各
館
の
ト

Ｃ
館
南
側
ト
イ
レ

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
を
実
施

イ
レ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
進
め
て
い
く

予
定
で
す
。
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平
成
27
年
度
は
、
広
報
活
動
・
採

用
活
動
開
始
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
変
更

さ
れ
、
企
業
、
大
学
等
は
対
応
に
追

わ
れ
た
１
年
間
と
な
り
ま
し
た
。
企

業
に
お
い
て
は
、
正
社
員
不
足
の
状

況
も
あ
り
、
新
卒
採
用
市
場
に
お
い

て
活
発
な
採
用
活
動
が
お
こ
な
わ
れ

ま
し
た
が
、
採
用
人
数
に
達
し
な
い

ま
ま
活
動
を
終
え
た
企
業
も
あ
り

ま
し
た
。
一
方
で
、
学
生
に
と
っ
て

は
近
年
に
な
い
恵
ま
れ
た
就
職
環
境

に
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。
特
に
、
製

造
業
や
建
設
業
、
情
報
産
業
な
ど
で

ニ
ー
ズ
が
高
い
工
学
部
の
学
生
に
と

っ
て
は
、
採
用
活
動
前
か
ら
争
奪

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
就
職
率
も

９
９
・
２
％
、
上
場
・
優
良
企
業
に

65
％
の
学
生
を
採
用
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
採
用
選
考
活
動
が
２

个
月
早
ま
り
、
６
月
末
で
約
６
割

の
学
生
が
内
定
を
頂
い
て
い
る
状

況
で
す
。
こ
れ
ま
で
に
も
工
学
部

か
ら
継
続
し
て
採
用
い
た
だ
い
て

い
る
企
業
の
み
な
ら
ず
、
実
績

の
な
か
っ
た
企
業
か
ら
も
多
く
採

用
い
た
だ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、

就
職
担
当
者
と
し
て
も
、
昨
年
並

の
就
職
率
を
維
持
・
推
進
す
る
た

め
に
学
生
達
へ
の
就
職
支
援
に
全

力
を
尽
く
す
所
存
で
す
。

　

求
人
等
の
ご
依
頼
は
学
生
支
援

課
・
就
職
担
当
ま
で
是
非
ご
一
報

く
だ
さ
い
。
卒
業
生
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
本
学
部
の
就
職

に
対
し
、
引
き
続
き
ご
支
援
、
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

本
学
部
で
は
、
毎
年
夏
休
み
に

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
研
修
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
約
２
０
０
人
の
学

生
が
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加

す
る
こ
と
を
希
望
し
、
平
成
27
年

度
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し

た
学
生
は
１
３
７
人
と
な
り
ま
し

た
。
職
場
体
験
を
通
じ
、
職
業
意

識
の
醸
成
、
社
会
人
と
し
て
の
心

構
え
や
考
え
方
を
養
成
す
る
た
め

に
も
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
推
奨

し
て
お
り
ま
す
。
５
日
間
か
ら
10

日
間
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
経

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
研
修
の
実
施

験
を
通
し
て
、
多
く
の
学
生
が
就

職
へ
の
意
識
を
高
め
て
い
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の
学
生
が
参
加
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
卒
業
生

の
皆
様
の
お
力
添
え
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

学
生
と
企
業
の
接
点
の
場
と
し

て
、
学
内
に
企
業
様
を
招
聘
し
て

２
月
に
合
同
業
界
研
究
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
参
加
を
希
望
さ
れ

る
企
業
は
年
々
増
加
し
、
広
島
県

外
か
ら
も
多
く
の
企
業
が
参
加
し

て
い
ま
す
。
特
に
、
卒
業
生
が
在

籍
し
て
い
る
企
業
は
、
卒
業
生
の

活
躍
も
あ
り
、
近
畿
大
学
工
学
部

の
学
生
に
注
目
し
て
い
た
だ
き
、

積
極
的
に
継
続
採
用
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
個
別
の
単

独
企
業
説
明
会
も
随
時
開
催
し
て

い
ま
す
。

学
内
企
業
説
明
会
の
開
催

生 物 化 学 工 学 科 機 械 工 学 科 情報システム工学科 建 築 学 科 電 子 情 報 工 学 科 知 能 機 械 工 学 科

アース環境サービス㈱
アトム㈱
アヲハタ㈱ ⑶
岩谷瓦斯㈱
宇部マテリアルズ㈱
㈱エフピコ
㈱岡山木村屋
㈱北川鉄工所
㈱クラレ
㈱コスモス薬品
山陽薬品㈱
スタータイト工業㈱
セキスイハイム中四国㈱
㈶東海技術センター
西日本旅客鉄道㈱(JR西日本)
日亜化学工業㈱
日本郵便㈱
広島化成㈱
フジパングループ本社㈱
ヤスハラケミカル㈱
㈱やまひろ
UCC上島珈琲㈱
呉市消防局
近畿大学大学院 ⑽
兵庫県立教育大学院 ⑵
北海道大学大学院

朝日インテック㈱
㈱アマダ
今治造船㈱
㈱エイチアンドエフ
OKK㈱
㈱加地テック
㈱北川鉄工所
KYB㈱
JFEスチール㈱西日本製鉄所
㈱ジェイ・エム・エス ⑵
新興プランテック㈱
新日本造機㈱
㈱ダイクレ
㈱ダイフク
㈱中電工
長州産業㈱
デルタ工業㈱
武蔵精密工業㈱
ヤンマー㈱
㈱四電工
厚生労働省労働局労働基準監督署
大阪教育大学大学院
京都大学大学院
近畿大学大学院 ⑹
富山県立大学大学院
広島大学大学院

NECフィールディング㈱
㈱荏原製作所
㈱エフ・シー・シー
ガリバーインターナチョナル㈱
キャノンシステムアンドサポート㈱
京セラコミュニケーションシステム㈱
京セラト ギュメントソリューションズ㈱
㈱合人社計画研究所
㈱さくらケーシーエス
三協㈱
JFEシステムズ㈱
JFEスチール㈱西日本製鉄所
㈱指月電機製作所
㈱DNP情報システム
日鉄住金テックスエンジ㈱
日本鍛工㈱
野村證券㈱
㈱日立インフォメーションエンジニアリング ⑵
富士ソフト㈱
㈱ミライト
ヤマトシステム開発㈱
四電エンジニアリング㈱
愛媛大学大学院
近畿大学大学院 ⑵
電機通信大学大学院
北陸先端科学技術大学院大学

㈱淺沼組
㈱安藤・間 ⑶
㈱イチケン
㈱大本組 ⑵
㈱奥村組
鹿島建設㈱
㈱熊谷組 ⑸
五洋建設㈱
三機工業㈱
三晃金属工業㈱
新日本空調㈱
㈱錢高組
㈱大気社
大末建設㈱ ⑵
ダイダン㈱
大東建託㈱
大豊建設㈱
大和ハウス工業㈱ ⑵
㈱中電工 ⑵
鉄建建設㈱
東亜建設工業㈱
松井建設㈱
三井住友建設㈱
国土交通省四国地方整備局 ⑵
広島市消防局
近畿大学大学院 ⒃

㈱アイネス
㈱エディオン
キヤノンITソリューションズ㈱
栗原工業㈱
㈱サンネット
JFEアドバンテック㈱
JFEスチール㈱西日本製鉄所
四国計測工業㈱
㈱中電工 ⑸
西芝電機㈱
日本コムシス㈱
日本システムウエア㈱
㈱日本製鋼所(広島製作所)
日本電技㈱
㈱日立インフォメーションエンジニアリング
㈱日立ソリューションズ西日本
フクビ化学工業㈱
㈱ミツトヨ
㈱ミライト・テクノロジーズ
ユニアデックス㈱
㈱両備システムズ
広島市役所(広島県)
近畿大学大学院 ⑶
徳島大学大学院
鳴門教育大学
広島大学大学院 ⑵

朝日インテック㈱ ⑵
㈱あらた
井関松山製造所
今治造船㈱ ⑵
大倉工業㈱
オムロン㈱
㈱熊平製作所
㈱サタケ
山九㈱
JFEスチール㈱西日本製鉄所
㈱ダイクレ
タカラスタンダード㈱
㈱滝澤鉄工所
㈱中電工 ⑶
デルタ工業㈱
西日本旅客鉄道㈱(JR西日本)
㈱日本製鋼所(広島製作所) ⑶
日立建機日本㈱
富士機械工業㈱
富士ソフト㈱ ⑶
マツダ㈱
㈱マツダE&T (2)
三菱電機エンジニアリング㈱ ⑵
リコージャパン㈱
三原市役所(広島県)
近畿大学大学院　⑷

■学科別主な進路先（平成27年度）■

（　）は、複数人数

99.2％

▶
企
業
説
明
会
の
様
子

就
職
状
況

本工学部民間企業就職率
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平
成
28
年
５
月
４
日
に
広
島
県
安
芸

高
田
市
に
あ
る
Ｔ
Ｓ
タ
カ
タ
サ
ー
キ
ッ

ト
で
開
催
さ
れ
た「
全
中
四
国
学
生
ジ

ム
カ
ー
ナ
選
手
権
大
会
」で
、
工
学
部

体
育
会
自
動
車
部
が
団
体
２
位
と
な
り
、

８
月
20
日
・
21
日
、
三
重
県
の
鈴
鹿
サ

ー
キ
ッ
ト
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
に

２
年
連
続
で
出
場
し
ま
し
た
。

～
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
野
球
振
興
支
援
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
連
携
～

　

平
成
28
年
２
月
11
日
㈭
～
３
月
10
日

㈭
の
期
間
、 

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

（
独
立
行

政
法
人
国

際
協
力
機

構
）
と
の

連
携
事
業

に
お
い
て
、

硬
式
野
球

部
の
学
生

２
人
を
ペ

自
動
車
部
が
全
国
大
会
出
場

硬
式
野
球
部

ペ
ル
ー
に
て
野
球
指
導

ル
ー
共
和
国
へ
派
遣
し
、
現
地
の
青
少

年
に
野
球
の
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
６
月
25
日
㈯
に
第
４
回
近

畿
大
学
工
学
部
文
化
展「Sym

phony

～

調
和
～
」を
工
学
部
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て

開
催
し
ま
し
た
。
多
目
的
ホ
ー
ル
で
は

ス
テ
ー
ジ
発
表
、
Ｂ
館
１
・
２
階
で
は

作
品
展
示
が
行
わ
れ
８
サ
ー
ク
ル
が
参

加
し
ま
し
た
。
今
回
は
東
広
島
市
で
活

動
す
る「
東
広
島
青
少
年
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
」の
皆
さ
ん
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
、

素
晴
ら
し
い
演
奏
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
近
畿
大
学
附
属
広
島
中

学
校
東
広
島
校
の
生
徒
に
よ
る
作
品
や
、

学
科
紹
介
パ
ネ
ル
の
展
示
も
行
い
、
昨

年
よ
り
レ
ベ
ル
の
上
が
っ
た
文
化
展
に

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
来
年
以
降

も
、
反
省
点
を
生
か
し
て
良
い
文
化
展

に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

空
手
道
部
が
第
54
回
西
日
本
大
学
空

手
道
選
手
権
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

結
果
は
準
決
勝
で
近
畿
大
学
本
部
に
敗

退
し
、
３
位
入
賞
と
い
う
成
績
で
し
た
。 

第
４
回
文
化
展
を
開
催

空
手
道
部
が
西
日
本
大
学
選

手
権
大
会
で
３
位

こ
れ
か
ら
、

10
月
に
は

国
民
体
育

大
会
が
岩

手
県
で
開

催
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、

11
月
に
開

催
さ
れ
る

全
日
本
大

学
空
手
道
選
手
権
大
会
に
向
け
、
部
員

17
名
全
員
が
優
勝
を
目
指
し
て
日
々
の

稽
古
に
励
ん
で
い
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
我
々
空
手
道
部
を
応
援
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

試
合
結
果

・
中
四
国
学
生
選
手
権
大
会

　
　
　
　
　
（
個
人
戦
・
５
月
８
日
）

　

優　

勝　

牛
島　
　

諒　
（
３
年
）

　

準
優
勝　

鎌
田　

瑛
伍　
（
３
年
）

　

３　

位　

有
貞　
　

涼　
（
３
年
）

　
　
　
　
　

木
村　
　

壮　
（
２
年
）

　

５　

位　

伊
藤　

璃
輝　
（
３
年
）

・
西
日
本
大
学
空
手
道
選
手
権
大
会

　
　
　
　
　
（
団
体
戦
・
５
月
29
日
）

　

３　

位

　

工
学
部
硬
式
野
球
部
は
広
島
六
大
学

野
球
秋
季
リ
ー
グ
戦
で
２
季
連
続
46
回

目
の
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
10
月
に
、
明
治
神

宮
大
会
の
出
場
権
を
か
け
四
国
大
学
野

球
連
盟
代
表
の
高
知
大
学
、
中
国
地
区

硬
式
野
球
部
が
第
98
回
広
島

六
大
学
野
球
秋
季
リ
ー
グ
戦
優
勝

野
球
連
盟
代
表
の
環
太
平
洋
大
学
と
対

戦
し
ま
し
た
が
、
結
果
は
２
連
敗
と
残

念
な
結
果

と
な
り
、

全
国
大
会

の
出
場
権

を
獲
得
す

る
こ
と
は

出
来
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

平
成
27
年
11
月
14
日
㈯
、
15
日
㈰
に 

京
都
府
立
体
育
館
に
て
開
催
さ
れ
た

「
２
０
１
５ 

少
林
寺
拳
法
全
国
大
会 in 

少
林
寺
拳
法
部
が
全
国
大
会
に
出
場

KYOTO

」に
少
林
寺
拳
法
部
か
ら
２
人

の
選
手
が
出
場
し
ま
し
た（
建
築
学
科

３
年
・
橋
本 

嶺
、
毛
利 

展
）。
初
め

て
全
国
規
模
の
大
会
に
出
場
し
た
同
部

は
、
日
々
の
練
習
を
十
分
に
発
揮
し
ま

し
た
が
、
残
念
な
が
ら
予
選
敗
退
と
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
全
国

の
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
知
り
、
更
な
る
成

長
を
目
指

し
、
日
々

の
練
習
に

励
み
た
い

と
語
っ
て

い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら

も
応
援
よ

ろ
し
く
お

願
い
し
ま

す
。

　

今
年
４
月
に
ヨ
ッ
ト
部
に
は
１
年
生

の
新
入
部
員
が
６
人
入
部
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
昨
年
の
部
員
不
足
の

状
況
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
く
ら

い
本
格
的
に
部
活
動
を
再
開
す
る
こ
と

が
で
き
１
年
間
入
部
を
待
っ
た
甲
斐
が

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
呉
市
か

ヨ
ッ
ト
部
が
Ｏ
Ｂ
と
合
同
練
習

ら
ス
ナ
イ
プ
級
ヨ
ッ
ト
２
艇
を
貸
し
て

頂
け
る
こ
と
と
な
り
、
よ
り
一
層
、
練

習
に
励
ん
で
い
き
た
い
で
す
。
ま
た
、

ヨ
ッ
ト
部
Ｏ
Ｂ
の
方
々
に
練
習
や
部
活

の
運
営
な
ど
様
々
な
面
で
協
力
し
て
頂

い
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
目
標
は
１
年
生
同
士
で
レ
ー

ス
に
出
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す

が
、
今
後
も
部
員
を
増
や
し
活
動
を
よ

り
盛
り
上
げ

て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い

ま
す
。
今
後

も
応
援
よ
ろ

し
く
お
願
い

し
ま
す
。

ク
ラ
ブ
活
動
ニ
ュ
ー
ス



第19号	 近畿大学工学部同窓会報	 平成 28年９月１日（8）

KINDAI UNIVERSITY FACULTY OF ENGINEERING

　

今
年
、
10
月
29
日
㈯
・
30
日
㈰
に

第
58
回
う
め
の
辺
祭（
大
学
祭
）を
開

催
い
た
し
ま
す
。
例
年
と
同
様
に
、

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
前
、
多
目
的
ホ

ー
ル
内
に
ス
テ
ー
ジ
を
設
置
し
ま
す
。

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
前
の
ス
テ
ー
ジ

で
は
、
華
や
か
な
看
板
を
背
景
に
小

さ
い
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
楽
し

め
る
様
々
な
企
画
を
行
い
、
多
目
的

ホ
ー
ル
内
で
は
、
一
日
目
は
学
生
団

体
に
よ
る
演
奏
な
ど
を
行
い
、
二
日

目
に
は
、
音
楽
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
迎

え
た
ラ
イ
ブ
を
行
う
予
定
で
、
ど
れ

も
盛
り
上
が
る
こ
と
間
違
い
な
し
の

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
館

内
で
は
、
文
化
系
サ
ー
ク
ル
に
よ
る

展
示
な
ど
も
行
う
予
定
で
す
。
さ
ら

に
、
二
日
目
の
夜
に
は
、
う
め
の
辺

祭
の
目
玉
と
な
る
花
火
を
打
ち
上
げ

ま
す
。
夜
空
を
彩
る
鮮
や
か
な
花
火

は
こ
れ
以
上
な
い
仕
上
が
り
に
な
る

と
思
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
大
学
に
お
越
し
に
な
る
際

は
、
最
寄
り
の
駅
の
西
高
屋
駅
か
ら
、

無
料
送
迎
バ
ス
が
運
行
し
て
い
ま
す

の
で
よ
ろ
し
け
れ
ば
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　

近
畿
大
学
工
学
部
後
輩
学
生
一
同

で
、
卒
業

生
の
皆
様

の
お
越
し

を
心
よ
り

お
待
ち
し

て
お
り
ま

す
。

　

研
究
公
開
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
本
学
部
の
研

究
成
果
を
発
表
す
る
こ
と
を
目
的
に
年
１

回
開
催
さ
れ
、
今
年
は
通
算
16
回
目
、
広

島
市
内
で
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　

参
加
費
無
料
で
す
の
で
、
卒
業
生
の
皆

様
も
是
非
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

主
な
内
容
は
左
記
の
通
り
で
す
。

日
時
：
平
成
28
月
10
月
31
日
㈪
13
時
～
17

時
20
分（
交
流
会
17
時
30
分
～
19
時
）

場
所
：
ホ
テ
ル
メ
ル
パ
ル
ク
広
島

（
広
島
市
中
区
基
町
６

－

36
）

内
容
：

⑴
特
別
講
演

　

 「
ス
カ
イ
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
エ
ン
ジ
ン
の

開
発
と
マ
ツ
ダ
の
志
」

　

地
域
の
皆
様
に
本
学
部
の
講
義
・
研
究

内
容
を
体
験
し
て
い
た
だ
く
場
と
し
て
、

公
開
講
座
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
知
識
を
近
畿
大
学

工
学
部
の
専
任
教
員
が
わ
か
り
や
す
く
講

義
す
る
も
の
で
す
。
公
開
講
座
へ
の
お
申

込
み
・
お
問
合
せ
は
、
お
電
話
・FAX

・

E-mail

に
て
お
願
い
致
し
ま
す
。
９
月
６

日
㈫
10
時
よ
り
受
付
開
始（
先
着
順
）

●
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み
先

公
開
講
座
担
当

　

TEL

：082 -434 -7000

㈹

　

FAX

：082 -434 -7531

　

Email

：opensemi@hiro.kindai.ac.jp

内
容
：

○
平
成
28
年
10
月
１
日
㈯
10
時
～
12
時

　

マ
ツ
ダ
株
式
会
社

 

常
務
執
行
役
員
：
人
見
光
夫 

氏

⑵
研
究
発
表

　

 「
ツ
ー
ル
に
着
目
し
た
摩
擦
攪
拌
接
合

技
術
に
関
す
る
研
究
」

　

機
械
工
学
科 

准
教
授
：
生
田
明
彦

　

 「
真
空
包
装
技
術
の
ロ
ボ
ッ
ト
へ
の
適

用
」

　

ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
学
科 

講
師
：
柴
田
瑞
穂

　

 「
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ

ィ
ン
グ
」 

　

電
子
情
報
工
学
科 

准
教
授
：
中
田
俊
司

　

 「
タ
イ
の
水
上
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
見
る
ツ

ー
リ
ズ
ム
と
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
」

　

建
築
学
科 

准
教
授
：
市
川
尚
紀

　

 「
ロ
ボ
ッ
ト
の
要
．お
は
な
し
制
御
工
学
」

　

ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
学
科 

講
師
：
田
上
将
治

○ 

10
月
５
日
、
12
日
、
19
日
、
26
日
、
11

月
２
日

　

い
ず
れ
も
㈬
13
時
10
分
～
14
時
40
分

　
「
異
文
化
を
知
る
英
会
話
」

　

教
育
推
進
セ
ン
タ
ー 

講
師
：
本
計
義
文

○
11
月
26
日
㈯
10
時
30
分
～
12
時

　

 「
テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ
～
認
知
症
の

文
献
調
査
へ
の
応
用
例
～
」

　

電
子
情
報
工
学
科 

准
教
授
：
出
口
幸
子

○
12
月
10
日
㈯
10
時
～
13
時

　
 「

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
も
っ
と
活
用
し

よ
う
」

　

情
報
学
科 

教
授
：
徐　

丙
鉄

○ 

１
月
21
日
、
28
日
、
２
月
４
日

⑶
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン

　

 （
工
学
部
教
員
の
研
究
成
果
、
産
学
官

連
携
推
進
協
力
会
会
員
企
業
等
の
製
品

等
紹
介
）

⑷
技
術
交
流
会（
会
費
制
）

　

い
ず
れ
も
㈯
14
時
～
17
時
30
分

　

 「
音
楽
に
つ
い
て
の
エ
ッ
セ
イ
を
英
語 

で
読
も
う
：Susan Tomes, A Musician's 

Alphabet

」

　

教
育
推
進
セ
ン
タ
ー 

教
授
：
安
尾
正
秋

　

会
場
：
広
島
市
民
交
流
プ
ラ
ザ

○
２
月
25
日
㈯
10
時
～
12
時

　

 「
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を
考
え
る
」

　

化
学
生
命
工
学
科 

教
授
：
伊
藤
一
明

○
３
月
22
日
㈬
９
時
30
分
～
12
時
30
分

　

 「
紙
で
フ
ル
ー
ト
を
つ
く
ろ
う
」

　

機
械
工
学
科 

教
授
：
西
村
公
伸

○
３
月
25
日
㈯
10
時
～
12
時

　

 「
金
属
の
強
度
と
組
織
」

　

機
械
工
学
科 

准
教
授
：
信
木　

関

平
成
28
年
10
月
29
日
㈯
・
30
日
㈰
開
催

大
学
祭（
う
め
の
辺
祭
）に
集
ま
れ
！

　～
目
玉
の
花
火
も
地
元
に
定
着
～

　
　
　
　
　
　
　

研
究
公
開
フ
ォ
ー
ラ
ム

近
畿
大
学
工
学
部

　
　
　
　
　
　
　

公
開
講
座
の
ご
案
内

大
学
祭
［
う
め
の
辺
祭
］

近
畿
大
学
工
学
部
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新しい大学英文ロゴ

英文名称を「KINKI」から「KINDAI」へ変更!
平成28年（2016年）４月１日㈮から、大学英文名称を「KINKI UNIVERSITY」から「KINDAI UNIVERSITY」
に変更しました。14番目の新学部となる「国際学部」の開設にあわせて大学全体のグローバル化への取り
組みを示すためです。英語で発音した場合「KINKY」（風変わり）と聞こえる場合もあり、海外の学生が留学
先として本学を選ぶ際の阻害要因となる可能性があることなどが主な理由です。

0120-39-18590120-39-1859
安芸郡熊野町５６４０-１安芸郡熊野町５６４０-１

全車種公認校全車種公認校

各種技能講習各種技能講習

近大九帆会は、近畿大学工学部体育会ヨット部
OB/OG会の名称です。工学部創設の地「呉市」。
その呉の語源となった周りを九つの峰に囲まれて
いることから、いつの頃からか九嶺（キュウレイ）
と呼ばれるようになり、それがクレ（呉）になった
といわれています。昨年（2₀₁₅年）、ヨット部創設
₅₅周年を迎えその記念式典を開きました。

（主将：機械工学科２年生・河口駿太）
近大九帆会
（体育会ヨット部OB/OG会）

もの造りと　ともに

福興商事株式会社
広島県呉市広本町１丁目２番18号
T E L：０８２３－７１－８５１５
F A X：０８２３－７４－０２７８
Email：higashi2@mocha.ocn.ne.jp

最新の技術をもって
半世紀にわたり地域社会のライフラインに貢献しています

営業内容　　■維持管理部門　上・下水道施設　道路施設　環境施設　公共施設　■工事部門　■研究開発
　　　　　　■環境試験部門　水道水検査　計量証明事業（水質・大気分析）■コンサルタント部門　■販売部門

代表取締役社長　　岡　原　　 貢　（近畿大学工学部機械工学科　昭和50年度卒）
本社／大阪府大阪市北区同心１丁目７番14号

　　　　　　グループ各社
　　　　　　　東 洋 メ ン テ ナ ス 株 式 会 社　本社／大阪府東大阪市本庄西１丁目10番地24号
　　　　　　　四国テクニカルメンテナンス株式会社　本社／香川県高松市室新町966番地1
　　　　　　　九州テクニカルメンテナンス株式会社　本社／熊本県熊本市中央区水前寺公園28番地43号
　　　　　　　東 海 メ ン テ ナ ン ス 株 式 会 社　本社／三重県津市栄町３丁目257番地
　　　　　　　日 本 技 術 工 業 株 式 会 社　本社／大阪府大阪市北区同心１丁目7番14号
　　　　　　　鹿 児 島 メ ン テ ナ ン ス 株 式 会 社　本社／鹿児島県鹿児島市鴨池１丁目20番地22号

猪 原 税 理 士 事 務 所

税理士　猪　原　 　清
事務所
〒720︲0004　福山市御幸町中津原851番4
TEL（084）982︲8088　　FAX（084）982︲8283
E-mail:inohara@theia.ocn.ne.jp

「安全」　「品質」　「環境」

三 谷 建 設 株 式 会 社
〒720︲0843　広島県福山市赤坂町赤坂1647番地
　　　　　　　   Tel（₀₈₄）₉₅₁︲₁₂₅₄　fax（₀₈₄）₉₅₂︲₀₄₈₂
　　　　　　　    http://mitani-net.jp

近畿大学 工学部卒
19名在籍

H28年7月現在

協賛広
告

募集中
！

同窓会報に今年から協賛広告を募集しています。
会報の発刊部数は約２万冊、発行日は毎年９月１日です。工学部の全卒業生と在学生、教職員に配付します。
広告の内容は企業・商品ＰＲや会合告知などなんでも結構です。同窓生のコミュニティ広場として、同窓会報をご活用
ください。

★広告希望の方は右記メールへご連絡ください。
　「工学部同窓会報広告希望」と記載ください。 E-mail:dousou@hiro.kindai.ac.jp➡
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平
成
28
年
２
月
17
日
に
、
卒
業
研
究

発
表
会
が
４
年
間
の
成
果
の
総
ま
と
め

と
し
て
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
化
学
、
工
業
化
学

の
分
野
か
ら
生
物
学
、
医
学
、
食
品
工

学
の
分
野
ま
で
64
件
の
研
究
結
果
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
卒
業
式
が
３
月
14
日
に

挙
行
さ
れ
、
生
物
化
学
工
学
科
か
ら
、

生
物
化
学
コ
ー
ス
15
名
、
化
学
環
境
コ

ー
ス
53
名
、
計
68
名
の
学
生
が
巣
立
っ

て
い
き
ま
し
た
。
他
大
学
大
学
院
を
含

め
、
14
名
が
大
学
院
へ
と
進
学
し
ま
し

た
。
社
会
お
よ
び
学
術
研
究
分
野
で
活

躍
さ
れ
る
こ
と
を
祈
念
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
４
月
に
は
、
生
物
化
学
工

学
科
か
ら
化
学
生
命
工
学
科
へ
と
学
科

改
組
を
し
て
か
ら
４
年
目
の
春
を
迎
え
、

化
学
生
命
工
学
科
の
完
成
年
度
と
な
り

ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
入
学
式
が
４
月
６
日
に

挙
行
さ
れ
、
81
名
の
新
入
生
を
化
学
生

命
工
学
科
の
４
期
生
と
し
て
迎
え
ま
し

た
。
４
月
16
、
17
日
に
新
入
生
研
修
会

を
広
島
市
三
滝
少
年
自
然
の
家
で
開
催

し
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
教

員
と
学
生
、
学
生
同
士
の
親
睦
を
深
め

ま
し
た
。

　

平
成
28
年
４
月
１
日
付
け
で
渡
邉
義

之
准
教
授
が
教
授
に
昇
格
さ
れ
ま
し
た
。

食
品
加
工
を
中
心
に
プ
ロ
セ
ス
工
学
の

分
野
で
、
教
育
・
研
究
に
こ
れ
ま
で
以

化
学
生
命
工
学
科

上
に
活
発
に
活
躍
さ
れ
る
と
期
待
し
て

い
ま
す
。

　

８
月
よ
り
小
川
智
弘
講
師
が
、
米
国

南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
で
肝
臓
の
線

維
化
に
関
す
る
研
究
を
さ
れ
る
た
め
１

年
間
の
予
定
で
在
外
研
究
に
出
発
さ
れ

ま
す
。
来
年
の
夏
に
は
、
大
き
な
成
果

と
共
に
元
気
に
帰
国
さ
れ
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。

　

昨
年
ご
紹
介
し
た
山
本
和
彦
准
教
授

代
表
の
ミ
ツ
バ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、

「
近
大
ハ
ニ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」へ
と
発

展
し
近
畿
大
学
初
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
に
よ
る
研
究
資
金
獲
得
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
も
岡
田
芳
治
准
教
授
を

中
心
に
、
広
島
県
立
庄
原
実
業
高
等
学

校
の
Ｓ
Ｐ
Ｈ
事
業
と
広
島
県
立
西
条
農

業
高
等
学
校
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ
事
業
に
参
加
し
、

大
学
の
機
器
を
用
い
て
高
校
生
の
科
学

技
術
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上
に
協
力
し
ま

す
。
さ
ら
に
、
８
月
５
日
に
は
科
研
費

助
成
事
業「
お
も
し
ろ
化
学
実
験
マ
ジ

ッ
ク
」（
ひ
ら
め
き
☆
と
き
め
き
サ
イ
エ

ン
ス
）を
広
島
県
下
の
小
学
校
の
生
徒

を
対
象
に
開
催
し
ま
す
。

○
設
計
工
学
研
究
室
に
今
春
よ
り
伊
藤

講
師
が
着
任
さ
れ
ま
し
た
。
西
村
教
授

が
学
科
長
、
白
石
教
授
は
研
究
科
長
、

旗
手
教
授
は
学
部
長
補
佐
と
次
世
代
基

盤
技
術
研
究
所
長
を
兼
務
し
、
学
部
・

大
学
院
を
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
昨
年
度
は
、
２
月
16
日
に
卒
業
研
究

発
表
会
、
修
士
学
位
論
文
公
聴
会
が
１

月
27
日
に
実
施
さ
れ
、
学
科
よ
り
学
部

生
76
名
、
大
学
院
２
名
が
社
会
に
巣
立

ち
ま
し
た
。
昨
年
は
採
用
選
考
が
８
月

開
始
で
あ
っ
た
た
め
、
就
職
活
動
期
間

が
長
く
な
り
苦
戦
し
ま
し
た
が
、
学
科

の
就
職
内
定
率
は
、
１
０
０
％
と
良
い

結
果
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
大
学
院

博
士
課
程
前
期
へ
は
６
名（
他
学
へ
は

４
名
）進
学
し
ま
し
た
。

○
今
春
は
、
全
国
か
ら
95
名
の
新
入
生

を
数
え
て
い
ま
す
。
競
争
率
に
つ
い
て

も
高
い
水
準
と
な
っ
て
い
ま
す
。
４
月

15
―
16
日
に
、
機
械
工
学
会
主
催
の
研

修
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
ツ
ネ
イ
シ

し
ま
な
み
ビ
レ
ッ
ジ
に
宿
泊
し
、
自
己

紹
介
や
自
校
学
習
、
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン

を
楽
し
み
ま
し
た
。

◎
新
任
教
員
の
抱
負

　
　
　
　
　
　

 

（
伊
藤
寛
明 
講
師
）

　　

本
年
４
月
１
日
付
で
機
械
工
学
科
講

師
に
着
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
伊

機
械
工
学
科

講師
伊藤寛明

藤
寛
明
で
す
。
こ
れ
ま
で
に
信
州
大
学
、

青
山
学
院
大
学
に
て
助
教
と
し
て
教

育
・
研
究
活
動
に
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
ま
で
に
出
会
っ
た
多
く

の
先
生
方
や
学
生
達
か
ら
学
ば
せ
て
い

た
だ
い
た
教
育
・
研
究
に
関
す
る
経
験

を
今
後
も
活
か
し
、
本
学
の
教
員
と
し

て
相
応
し
い
人
物
に
な
れ
る
よ
う
邁
進

し
て
い
く
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
私
の
専
門
分
野
は「
材
料
力 

学
」、「
超
精
密
加
工
」で
あ
り
、
主
と

し
て「
超
精
密
ガ
ラ
ス
製
光
学
デ
バ
イ

ス
の
モ
ー
ル
ド
プ
レ
ス
成
形
」に
関
す

る
研
究
に
従
事
し
て
参
り
ま
し
た
。
金

型
の
材
料
設
計
・
超
精
密
加
工
方
法
の

確
立
、
数
値
解
析
を
援
用
し
た
最
適
成

形
条
件
の
導
出
、
熱
粘
弾
性
特
性
の
評

価
な
ど
、
設
計
か
ら
製
造
ま
で
の
一
連

の
工
程
を
研
究
対
象
と
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
こ
の
研
究
を
軸
に
新
規
光
学
デ

バ
イ
ス
の
作
製
に
携
わ
り
、
近
畿
大
学

工
学
部
の
更
な
る
発
展
、
さ
ら
に
は
地

元
企
業
の
発
展
の
一
助
を
担
え
る
よ
う

努
力
し
て
い
き
ま
す
。
今
後
と
も
何
卒

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

○
教
員
の
動
向

・
定
年
退
職　

田
口
節
芳 

教
授

（
平
成
28
年
３
月
31
日
付
、
在
職
41
年
）。

○ 

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス（
学
外
対
象
）

平
成
27
年
７
月
25
日
㈯
、
26
日
㈰
、
８

月
30
日
㈰
開
催
。

模
擬
実
習
・
講
義（
内
容
お
よ
び
担
当

者
）は
次
の
通
り
で
す
。

・
第
１
回（
７
月
25
日
、
７
月
26
日
）

「
画
像
処
理
入
門
」（
田
中
教
授
）、「
ひ

と
の
身
体
か
ら
出
て
い
る
信
号
」（
中
村

情
報
学
科

講
師
）、「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
超
入
門
！
：

W
ii 

リ
モ
コ
ン
か
ら
電
脳
メ
ガ
ネ
ま

で
」（
徐 

教
授
）、「
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
活

用
の
た
め
の
情
報
技
術
」（
木
村 

准
教

授
）

・
第
２
回（
８
月
30
日
）

「
生
物
進
化
の
原
理
に
基
づ
く
情
報
」

（
大
谷
講
師
）、「
情
報
ハ
イ
デ
ィ
ン
グ

技
術
」（
荻
原 

教
授
）。

　

な
お
、
学
科
体
験
ラ
ボ（
メ
デ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
）も
設
置
さ
れ
、
第
１
回
は

徐
教
授（
非
接
触
ユ
ー
ザ
イ
ン
タ
ー
フ

ェ
ー
ス
を
体
験
し
よ
う
）と
荻
原
教
授

（
３
Ｄ
音
響
と
３
Ｄ
映
像
の
迫
力
を
体

感
し
て
み
よ
う
）、
第
２
回
は
山
元
助

教（
現
実
空
間
で
や
っ
た
こ
と
を
シ
ス

テ
ム
で
診
断
で
き
る
Ａ
Ｒ
技
術
の
利

用
）が
担
当
し
ま
し
た
。
質
問
・
相
談

コ
ー
ナ
ー
に
来
場
さ
れ
た
高
校
生
・
保

護
者
の
皆
さ
ん
に
も
大
い
に
Ｐ
Ｒ
し
ま

し
た
。
今
年
度
も
様
々
な
企
画
を
用
意

し
て
い
ま
す
。

○
卒
業
研
究
発
表
会　

平
成
28
年
２
月
17
日
㈬
開
催
。

　

す
べ
て
の
中
間
レ
ポ
ー
ト
、
論
文
、

発
表
に
つ
い
て
主
査
・
副
主
査
が
採
点

し
、
総
合
的
に
評
価
し
ま
し
た
。
５
会

場
に
て
計
77
題
が
発
表
さ
れ
、
緊
張
感

を
伴
う
発
表
と
活
気
の
あ
る
質
疑
応
答

が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

○
新
入
生
研
修
会

平
成
28
年
４
月
15
日
㈮
～
16
日
㈯
。

研
修
地
：
休
暇
村
帝
釈
峡
。

　

第
１
日
目
の
夕
食
後
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
を
磨
く
実
習
に
ト
ラ

イ
し
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン（
ビ
ン
ゴ
大

会
）も
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

第
２
日
目
は
、
体
育
館
に
て
レ
ク
リ

学
科
だ
よ
り新入生研修会　レクリエーション
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で
す
。
建
物
が
棚
田
の
風
景
と
一
体
と

な
る
よ
う
に
、
形
や
素
材
を
周
辺
環
境

と
連
続
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
棚
田
の

水
や
光
や
風
の
循
環
を
住
環
境
に
生
か

す
よ
う
に
設
計
し
て
い
ま
す
。

神
石
高
原
町
営
小
畠
住
宅

　

現
在
建
設
中
の
10
戸
の
木
造
平
屋
で

バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
公
営
住
宅
で
す
。
敷

地
の
周
辺
に
は
豊
か
な
田
園
風
景
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
建
物
の
ボ
リ
ュ
ー
ム

を
ず
ら
し
な
が
ら
複
雑
な
形
状
の
敷
地

に
沿
っ
て
配
置
す
る
こ
と
で
、
敷
地
の

外
側
に
対
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
住
戸

が
多
方
向
に
開
か
れ
た
窓
を
持
ち
、
風

や
光
、
風
景
を
室
内
に
取
り
込
ん
で
い

ま
す
。
敷
地
の
内
側
に
は
雁
行
し
た
低

い
軒
先
の
ラ
イ
ン
が
現
れ
、
そ
れ
ら
が

山
の
稜
線
と
空
を
切
り
取
り
、
住
民
同

士
が
集
う
美
し
い
中
庭
空
間
を
つ
く
っ

て
い
ま
す
。

　

建
物
自
体
が
美
し
く
快
適
に
使
わ
れ

る
よ
う
に
設
計
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
そ
の
建
物
が
あ
る
こ
と
で
、

周
囲
の
街
並
み
や
自
然
環
境
が
美
し
く

快
適
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
建
築
が
で

き
な
い
か
と
考
え
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
そ
の
よ
う
な
建
築
や
環
境
を
学

生
た
ち
と
一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

○
平
成
28
年
３
月
31
日
付
で
、
畠
山
一

達 

教
授
が
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

○
今
春
よ
り
竹
田
史
章 

教
授
が
電
子

知
能
シ
ス
テ
ム
研
究
室
に
着
任
さ
れ
ま

し
た
。

○
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ポ
リ
シ
ー

　

21
世
紀
の
高
度
情
報
通
信
社
会
を
支

え
る
人
材
育
成
の
要
請
に
応
え
る
べ
く
、

電
気
・
電
子
工
学
、
情
報
・
通
信
工
学

の
各
分
野
に
お
い
て
幅
広
く
活
躍
で
き

る
技
術
者
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

○
研
究
室
紹
介

◦ 

非
接
触
セ
ン
シ
ン
グ
研
究
室

 

（
栗
田
耕
一 

教
授
）

　

 　

新
し
い
非
接
触
セ
ン
シ
ン
グ
技
術

の
開
発
と
そ
の
応
用
の
実
現
を
め
ざ

す
。

◦ 

数
理
情
報
研
究
室

 

（
中
島
弘
之 

教
授
）

　

 　

世
の
中
の
多
種
多
様
な
問
題
を
、

数
学
を
用
い
て
解
決
す
る
。

◦ 
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
研
究
室

 

（
藤
本
暢
宏 

教
授
）

　

 　

LED
を
応
用
す
る
新
発
想
で
照
明

を
使
っ
た
通
信
技
術
の
実
現
へ
。

◦ 

電
子
知
能
シ
ス
テ
ム
研
究
室

 
（
竹
田
史
章 

教
授
）

　

 　

人
に
優
し
い
マ
シ
ン
、
人
の
い
い

加
減
さ
を
理
解
で
き
る
マ
シ
ン
。

◦ 

電
子
デ
バ
イ
ス
研
究
室

 

（
岡
田
和
之 

准
教
授
）

　

 　

電
子
と
光
の
融
合
を
め
ざ
し
、
有

機EL

素
子
の
基
礎
と
応
用
を
研
究
。

◦ 

信
号
情
報
制
御
第
１
研
究
室

 

（
山
内
雅
弘 

准
教
授
）

　

 　

IT

の
便
利
さ
を
実
感
で
き
るW

eb

電
子
情
報
工
学
科

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
開
発
。

◦ 

知
能
情
報
処
理
研
究
室

 

（
出
口
幸
子 

准
教
授
）

　

 　

音
楽
や
教
育
分
野
に
お
い
て
人
工

知
能
の
応
用
シ
ス
テ
ム
を
開
発
。

◦ 

情
報
シ
ス
テ
ム
研
究
室

 

（
藤
野
貴
之 

准
教
授
）

　

 　

安
定
し
た
情
報
シ
ス
テ
ム
基
盤
構

築
に
向
け
て
必
要
な
技
術
を
研
究
。

◦ 

情
報
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
室

 

（
中
田
俊
司 

准
教
授
）

　

 　

蓄
電
か
ら
通
信
ま
で
環
境
に
優
し

い
グ
リ
ー
ン
な
発
熱
ゼ
ロ
回
路
技
術

を
追
求
。

◦ 

計
測
工
学
研
究
室

 

（
廿
日
出
好 

准
教
授
）

　

 　

環
境
・
生
体
の
情
報
を
セ
ン
シ
ン

グ
す
る
技
術
や
そ
の
応
用
を
研
究
。

○ 

平
成
27
年
度
大
学
院
修
士
論
文
公
聴

会
・
学
部
卒
業
論
文
発
表
会

　

平
成
28
年
２
月
19
日
に
卒
業
論
文
発

表
会
が
あ
り
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
80

名
の
学
生
は
各
自
の
研
究
内
容
で
発
表

と
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
平
成
27
年
度
卒
業
式

　

平
成
28
年
３
月
14
日
に
工
学
部
卒
業

式
と
大
学
院
シ
ス
テ
ム
工
学
研
究
科
の

ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
学
科

終
了
式
が
挙
行
さ
れ
、
知
能
機
械
工
学

科
か
ら
77
名
の
卒
業
生
が
新
た
に
生
ま

れ
ま
し
た
。

○
入
学
式
・
新
入
生
研
修
会

　

平
成
28
年
４
月
６
日
に
工
学
部
新
入

生
入
学
式
が
挙
行
さ
れ
、
79
名
の
学
部

生（
留
学
生
２
名
を
含
む
）が
入
学
し

ま
し
た
。
ま
た
、
４
月
15
日
～
16
日

に
か
け
て
、
新
入
生
研
修
会
が「
い
こ

い
の
村
ひ
ろ
し
ま
」で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
参
加
者
は
学
部
新
入
生
79
名
、
工

学
会
役
員
８
名
、
引
率
教
員
13
名
の
計

１
０
０
名
で
し
た
。
夕
方
に
宿
泊
施
設

で
岡
先
生
か
ら「
人
類
が
作
っ
た
乗
り

物
と
は
」（
副
題
：
最
強
の
馬
力
を
出
す

乗
り
物
と
は
）に
つ
い
て
の
講
話
を
頂

き
、
次
の
日
に
新
入
生
は
体
育
館
で
紙

飛
行
機
大
会
を
行
い
ま
し
た
。
泊
ま
り

が
け
の
研
修
会
に
よ
っ
て
親
睦
を
深
め

る
と
と
も
に
、
大
学
生
活
に
向
け
て
気

持
ち
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

○
教
員
昇
格

■
平
成
28
年
４
月
１
日
付
き
で
小
畑
久

美 

助
教
、
田
上
将
治 

助
教
が
講
師
に

昇
格
さ
れ
ま
し
た
。

○
連
絡
先

　

当
学
科
の
最
新
情
報
は
学
科
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（http://sysdw.hiro.kindai.

ac.jp/

）で
ご
確
認
下
さ
い
。

エ
ー
シ
ョ

ン
（
ド
ッ

ヂ
ボ
ー
ル

大
会
）
が

催
さ
れ
ま

し
た
。
天

候
に
も
恵

ま
れ
、
参

加
し
た
新

入
生
ば
か

り
で
な
く
、

立
案
・
実
行
し
た
工
学
会
役
員
た
ち
も

そ
れ
ぞ
れ
に
学
び
取
る
こ
と
は
多
か
っ

た
で
し
ょ
う
。

○
今
春
よ
り
土
井
一
秀
特
任
准
教
授
が

着
任
さ
れ
ま
し
た
。

◎
新
任
教
員
の
抱
負

　

本
年
４
月
よ
り
建
築
学
科
に
特
任
准

教
授
と
し
て
着
任
し
た
土
井
一
秀
で
す
。

こ
れ
ま
で
10
年
余
り
、
近
畿
大
学
工
学

部
建
築
学
科
に
お
い
て
、
非
常
勤
講
師

と
し
て
設
計
演
習
指
導
に
関
わ
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
多
く
の
教
職
員
の

方
々
と
協
力
し
て
き
た
経
験
を
継
続
し
、

学
生
に
よ
り
良
い
設
計
指
導
が
で
き
る

よ
う
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
自
身
の
設
計
事
務
所
で
の
経
験

を
生
か
し
て
、
実
務
に
つ
な
が
る
指
導

を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず

は
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
私
共
の

事
務
所
で
こ
れ
ま
で
に
設
計
し
た
事
例

を
い
く
つ
か
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

STO
NE TERRACE

　

広
島
県
北
部
の
美
し
い
棚
田
の
中
に

建
て
ら
れ
た
若
い
農
家
の
た
め
の
住
宅

建
築
学
科
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名
誉
会
長　
　

野
村　

正
人

顧　
　

問　
　

木
卜　

光
夫

顧　
　

問　
　

山
根　

成
美

顧　
　

問　
　

藤
原　

義
人

顧　
　

問　
　

塩
田　

俊
雄

顧　
　

問　
　

京
極　

秀
樹

相
談
役　
　

竹
内　

正
彦

相
談
役　
　

松
原　
　

伸

会　
　

長　
　

小
松
眞
一
郎

副
会
長　
　

河
野　

嘉
寛

副
会
長　
　

永
久　

博
司

代
表
幹
事　
　

藤
田　

博
久

副
代
表
幹
事　
　

中
光　

芳
朗

常
任
幹
事　
　

瀬
尾　
　

誠

常
任
幹
事　
　

西
明　
　

勇

常
任
幹
事　
　

大
田　

和
彦

常
任
幹
事　
　

田
中　

恒
夫

常
任
幹
事　
　

高
下　

朋
彦

常
任
幹
事　
　

椋
田　
　

豊

常
任
幹
事　
　

三
谷　

哲
也

常
任
幹
事　
　

林
田　

安
広

事
務
局
長　
　

片
山　

慎
一

会　
　

計　
　

岡
田　

直
行

幹　
　

事　
　

福
田　

圭
子

幹　
　

事　
　

宇
根　

昭
信

幹　
　

事　
　

石
井　

一
幸

幹　
　

事　
　

東　
　

忠
昭

幹　
　

事　
　

木
庭　
　

毅

幹　
　

事　
　

野
田　

安
春

幹　
　

事　
　

猪
原　
　

清

幹　
　

事　
　

小
枡
林
太
郎

幹　
　

事　
　

大
谷　
　

崇

幹　
　

事　
　

倉
田　

浩
美

幹　
　

事　
　

信
木　
　

関

幹　
　

事　
　

利
島　

芙
貴

平
成
29
年
度 

工
学
部
入
学
試
験
日
程
一
覧

入　試　制　度 試　験　日 出　願　期　間 合格発表日

ＡＯ入試 10月15日㈯ ９月20日㈫～９月28日㈬
〈締切日消印有効〉 11月２日㈬

推薦入試（一般公募） 11月19日㈯
11月20日㈰

11月１日㈫～11月10日㈭
〈消印有効〉 11月30日㈬

一般入試・前期（Ａ日程） １月28日㈯
１月29日㈰

１月３日㈫～１月19日㈭
〈消印有効〉 ２月８日㈬

一般入試・前期（Ｂ日程）
ＰＣ方式（前期）

２月13日㈪
２月14日㈫

１月３日㈫～２月２日㈭
〈消印有効〉 ２月24日㈮

一般入試・後期 ３月８日㈬
３月９日㈭

２月３日㈮～２月27日㈪
〈消印有効〉 ３月18日㈯

Ｃ方式（前期）

＊大学入試センター試験利用
　本学の個別学力試験は課し
　ません　　　　　　　　　

１月３日㈫～１月13日㈮
〈消印有効〉 ２月10日㈮

Ｃ方式（中期） １月３日㈫～１月26日㈭
〈消印有効〉 ２月10日㈮

Ｃ方式（後期） ２月3日㈮～３月４日㈯
〈消印有効〉 ３月18日㈯

試 験 日
自由選択

�
�
�

�
�
�

試 験 日
自由選択

�
�
�

�
�
�

試 験 日
自由選択

�
�
�

�
�
�

試 験 日
自由選択

�
�
�

�
�
�

※詳しくは、2017近畿大学入試情報サイトをご覧ください。

　

左
記
の
通
り
、
工
学
部
同
窓
会
の
九
州
地

区
懇
親
会
を
福
岡
で
初
め
て
開
催
し
ま
す
。

九
州
エ
リ
ア
で
活
躍
中
の
工
学
部
卒
業
生

（
呉
・
東
広
島
キ
ャ
ン
パ
ス
）の
新
た
な
出
会

い
の
場
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。
ご
友
人
等
お

誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
多
数
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

　
　
　
　
　
　

記

会
名
称　

近
畿
大
学
工
学
部
同
窓
会

　
　
　
　

九
州
地
区
懇
親
会

日　

時　

平
成
28
年
11
月
12
日
㈯

　
　
　
　

17
時
～
19
時

場　

所　

梅
の
花　

天
神
店

　
　
　
　

福
岡
県
福
岡
市 

中
央
区
天
神

　
　
　
　

１
丁
目
15

－

６ 

綾
杉
ビ
ル
１
階

会　

費　

五
千
円（
当
日
、
受
付
に
て
支
払
い
）

申
込
み　

Ｅ
メ
ー
ル
に
て
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

ア
ド
レ
ス
：dousou@

hiro.kindai.ac.jp

　
（
申
込
み
締
切
：
11
月
４
日
㈮
）

　

申
込
み
の
際
は
、
氏
名
・
卒
業
年
・
卒
業

学
科
及
び「
九
州
地
区
懇
親
会
参
加
希
望
」と

ご
記
入
く
だ
さ
い
。

近
畿
大
学
工
学
部
同
窓
会

九
州
地
区
懇
親
会
の
開
催

　

同
窓
会
報
第
19
号
を
皆
様
の
お
手
元
に

お
届
け
し
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
も
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
年
は
非
常
に

多
く
の
方
が
来
場
さ
れ
、
大
変
な
盛
況
で

し
た
。
そ
の
中
で
、
ス
タ
ッ
フ
に
女
子
学

生
が
多
数
参
加
し
て
い
て
、
こ
こ
は
本
当

に
工
学
部
？
と
思
わ
せ
る
ほ
ど
、
華
や
か

な
雰
囲
気
が
漂
っ
て
い
ま
し
た
。
大
学
の

イ
メ
ー
ジ
も
、
今
の
若
者
の
嗜
好
に
あ
っ

た
雰
囲
気
を
出
す
必
要
が
あ
り
、
入
試
広

報
室
の
戦
略
は
、
ま
さ
に
当
を
得
て
い
た

と
い
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
会
報
も
、
今
号
で
は
ス
リ

ム
化
と
ス
タ
イ
ル
の
刷
新
を
図
り
、
今
ま

で
の
少
し
学
術
的
で
生
真
面
目
な
デ
ザ
イ

ン
か
ら
、
少
し
柔
ら
か
く
親
し
み
の
あ
る

デ
ザ
イ
ン
に
変
身
さ
せ
て
み
ま
し
た
。

　

末
筆
な
が
ら
、
本
号
に
ご
寄
稿
、
情
報

の
ご
提
供
を
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
諸
氏

に
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
今
後
も
同 

窓
生
同
士
の
活
動
、
呼
び
か
け
、
投
稿
、

ご
連
絡
事
項
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
紙

面
に
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

左
記
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
宜

し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

お知らせ

近
畿
大
学
工
学
部

同
窓
会
役
員
一
覧

編
集
後
記


